ヘルマン･ヘッセ「少年の日の思い出」備忘 by 山本 一
「少年の日の思い出」は第二次大戦後の多くの国語教科書に
採用され、現在も光村図書の中学一年の教科書に掲載されてい
る小品である。私の専門分野とはまったく異なるものであるが、
最近この教材をいささか検討する機会があったので、その際に
考
え
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
作
品
に
は
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
。
一九一一年に発表された初稿の表題は、□用ｚｍｓＢ亘』の。：、①
で、これは、作中の回想調の語り手がエーミールから盗んで壊
してしまう珍しい蛾（ドイツ語では蝶と蛾は明確に区分されな
い
）
の
ド
イ
ツ
語
種
名
で
あ
る
。
こ
の
初
稿
は
、
後
に
ミ
ヒ
ェ
ル
ス
二・一六円二一○言一ｍが編集したヘッセの蝶・蛾にかかわる図版入り
の詩文集『蝶」困円。目冒西の⑪開陣注日の冨匙ご照に収められた。
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
「
少
年
の
曰
の
思
い
出
」
備
忘
こ
の
本
は
一
九
八
四
年
に
岡
田
朝
雄
氏
の
訳
に
よ
り
朝
日
出
版
社
か
ら
出
版され、後一九九二年に岩波書店の「同時代ライブラリー」に
加えられた。原書の方も自扇２『尉訂弓巨＆匿瑳として入手でき
る
の
で
、
原
文
・
日
本
語
訳
と
も
参
照
で
き
る
。
岡
田
氏
は
右
の
「
蝶
』
の解説で、
この小品は『小さな庭』臼のョの司○目の己＠＄に収められて
い
る
。
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ヘ
ッ
セ
白
身
こ
の
作
品
に
は
特
に
愛
着
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
’
九
三
一
年
、
全
体
に
手
を
加
え、題名も］こいの己、のこの二の。と改めてドイツの新聞
二日忌日需局（活用邑圭目の毎局に発表している。高橋健二訳
『少年の日の思い出』がそれである。
山
本
1１
と
、
改
稿
の経緯を説明し、さらに高橋健二氏がヘッセ自身から
新
聞
の
切
り
抜
き
を
渡
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
高
橋氏は、はやく一九四○年（昭和十五年）に新潮社から出た
『放浪と懐旧』と題するヘッセのアンソロジーに、この作品を
訳して収録していて、その「あとがき」には「手づから訳者に
与へた新聞の切り抜きを訳したものである」と明記されている。
同じ訳者によって、戦後、新潮社から出た『ヘッセ全集」第二
巻
二
九
八
二
年
）
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
氏
編
に
よ
る
ドイツ語版（大学などの語学テキスト）『少年の日の思い出」
（郁文堂已雪）も出版されている。ただし、新潮社全集の解題
や郁文堂版「あとがき」には、『小さな庭」所収稿との題の異
同には触れているが、内容の改稿については一一一一口及していない。
したがって、本来ならば初出雑誌、『小さな庭』、新聞「ヴュル
ッブルガー・ゲネラル・アンッァィガー」それぞれの原本を参
照
し
て
、
翻
訳
の
依
拠
原
文
と
再
三
の
改
訳
の
異
同
と
の
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
は
そ
こ
ま
で
の
作
業
を
す
る
準
備
が
な
い
。
前
掲
の
岡
田
氏
の
解
説
に
述
べ
る
よ
う
に
、
旧
版
の
ド
イ
ツ
語
全
集
に
は
未
収録であったが、ドイツで新版の全集が今年完結し命晋二ｓの
鳥
昊
の
前
出
の
ミ
ヒ
ェ
ル
ス
の
編
集
）
、
日
本
で
も
新
し
い
全
集
の
刊
行
が始まっているので（臨川書店刊）、専門家によって解明され
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ここでは、容易にアクセスできる前掲の書物によって、初稿
と改稿を比較しておく。
冒頭に紹介される語り手は、改稿では単に「私の客」とある
のが、初稿では「私の客で友人のハインリヒ・モーア」と固有
名詞で出る。しかしこの目立つ異同にもかかわらず、冒頭の一
文は、この紹介の仕方のちがい以外では、「夕べの散歩」が二
語であらわされるか一単語かという点、それにコンマひとつの
有無という、微細な異同しか持っておらず、センテンスの構造
に変化はない。ここだけでなく、両稿はほとんど文レベル、さ
らに文の中の単語の配列レベルで照らし合わせることができ、
（私どもがふだん説話の比較の際などに使っている用語で言え
ば）「同文関係」にある。つまり、両稿は改作の関係にはなく、
あ
く
ま
で
同
一
作
品
の
異
稿
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
エ
ー
ミ
ー
ル
が
ク
ジ
ャ
ク
ヤ
マ
マ
ュ
を
手に入れた（初稿では捕らえた、改稿ではサナギから羽化させ
た）ことを聞いた主人公の反応の部分は、注意を引く。岡田氏
の
訳
で
初
稿
を
引
用
す
る
。
こんな不思議な蛾をあの退屈なエーミールが持っているな
ん
て
！
こ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
ぼ
く
は
ま
ず
最
初
の
瞬
間
、
つ
い
に
こ
の
珍
し
い
蛾
に
お
目
に
か
か
れ
る
と
い
う
よ
ろ
こ
び
と
、
そ
れ
1２
主人公のこの屈折した心理と遼巡は、原文でも五センテンスか
らなる一パラグラフを費やしている。ところが、改稿では、
「エーミールがこの不思議なちようをもっているということを
聞くと、僕は、それが見られるときのくるのが待ちきれなくっ
た」（光村図書「国語１」による）と訳される、わずか一セン
テンスにまとめられ、「食後に」ではじまる次の文と同じパラ
グラフに組み入れられている。若干の共通の語彙はあるものの、
他の部分のように文レベルの対応関係が認められないまでに改
変されている。この改訂は、（もし単に新聞記事の字数制限の
ためでないとすれば）どのような意味を持つのだろうか。
一一一一口うまでもなく、初稿では、エーミールヘの主人公の反感、
に
対
す
る
燃
え
る
よ
う
な
好
奇
心
し
か
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
も
ち
ろ
ん
ね
た
ま
し
い
気
持
が
起
っ
て
き
た
。
そ
し
て
よ
り
に
よ
っ
て
あ
の
お
も
し
ろ
く
な
い
あ
ら
さ
が
し
屋
が
こ
ん
な
神
秘
的
な
す
ば
らしい蛾を採ることになるなんて機らわしいことだと思え
てきた。そのためぼくは、はやる気持をおさえ、彼に敬意
を表しに出かけて行ってその獲物を見せてもらいたいのを
我慢していた。しかし、そのことがどうしても頭からはな
れなかった。そこで次の日、学校でその噂を確かめると、
や
は
り
す
ぐ
出
か
け
て
い
こ
う
と
決
心
し
た
。
憎悪、そして嫉妬が具体的に描かれている。「妬みＺの己」「憎
む
訂
閖
の
。
」
は
、
先
に
エ
ー
ミ
ー
ル
を
紹
介
し
た
際
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
表
現
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
上
記
の
部
分
の
削
除
が
単
な
る
重
複
の
整
理
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ほ
か
な
ら
ぬ
ク
ジ
ャ
ク
ヤ
マ
マ
ュ
に
関
し
て
、
主
人
公
は
そ
の
高
貴
な
獲
物
が
エ
ー
ミ
ー
ル
の
よ
う
な人間にふさわしくないという価値判断を、［自需言］円（退屈
な奴）、二・房（不平家）、⑪言ａの（軽蔑されるべき）といった
か
な
り
露
骨
な
言
葉
で
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
す
ぐ
あとの主人公の盗みの潜在的な動機を明かし、その伏線となっ
て
い
る
。
エ
ー
ミ
ー
ル
が
ク
ジ
ャ
ク
ヤ
マ
マ
ュ
を
所
有
し
て
い
る
の
は
不
当だという感情が、採集の際と同様の占有への情熱と重なって、
標本を盗ませる。なるほど、盗みの場面での主人公は、右の箇
所で述べたような価値判断を持ち出して、自分の行為を正当化
し
た
り
は
し
て
い
な
い
し
、
そ
も
そ
も
前
に
考
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
い
な
い
。
け
れ
ど
も
読
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
そ
の
後
の
主
人
公
の
行
為
へ
の
感
情
移
入
が
容
易
に
な
る
。
盗
み
の
行
為
だ
け
で
な
く
、
母
親
に
命
じ
ら
れ
な
が
ら
も
謝
罪
に
遥
巡
し
、
エ
ー
ミ
ールに軽蔑されてほとんど逆上しそうになること、さらにエー
ミールが「世界秩序」の代表のように立っているというやや大
げさな感じ方なども、より唐突でなく了解されるはずである。
これに関連して、小さな異同ではあるが、先立つ箇所の主人
1３
公の両親が標本箱を買ってくれないという叙述で、初稿には両
親が「貧しい」とはっきりあることも注意される。エーミール
は単に模範少年であるだけではなく、おそらく当時のドイツに
おいて一定の社会的・経済的地位の家に育った「教師の息子」
であり、自分の個室とこぎれいな標本箱を持っている恵まれた
子供であり、いわば支配的な階層の家庭に育っている。そうい
う彼に対して主人公は憎悪や反抗心とともに劣等感も感じてい
る。こうした少年の日常的な心の動きは、初稿においては改稿
よりはるかによく理解できる。
それならば改稿された形は何なのか。
ここでは、日常的な心の動きはたどりにくい。エーミールヘ
の憎悪と嫉妬、そして彼の属する世界から疎外されているとい
う感情、これらは日常生活での感じ方としては十分説得的に描
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
分
、
主
人
公
と
エ
ー
ミ
ー
ル
と
の関係は、ノイズを省いて、本質の部分だけを取り出し、いわ
ば象徴的に描かれていると言えるかも知れない。それを芸術的
な完成と考える見方は当然あり得る。しかしその半面では、そ
れは「ヘッセ的世界」の参照を読者に要求しているとも言える
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ッ
セ
の
小
説
を
読
ん
で
き
た
読
者
な
ら
急
車
輪
の
下
」
『ゲルトルート」の後の一九二年ではなく、『荒野の狼」「ナ
ルチスとゴルトムント」の後の一九三一年の読者ならたぶんな
おさら）、主人公の「反秩序」的な情熱、憎悪、反抗、挫折と
疎外感は、いわばすっかりおなじみの、懐かしい世界であり、
くだくだしい説明は不用であろう（ヴュルッブルグの新聞の購
読者がみなヘッセの愛読者であったかどうかは、もちろん別問
題であるが）。おそらく作品の純化とか自立とか言われるもの
は、何らかの意味でこうした「訓練された」読者を前提として
いる。ある意味では「文学性」とはそういうものなのであろう。
つぎにヴァリアントの問題から離れ、この小品が何を描いて
いるのかを考えたい。
最
後
に
エ
ー
ミ
ー
ル
に
軽
蔑
さ
れ
、
怒
り
を
抑
え
て
戻
っ
て
く
る
時
の
主
人
公
の
心
に
浮
か
ぶ
、
三
度
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
取
り
返
しがつかない」という考え（「だめにするご円島其届己は改稿で
「起こる四冊言可目」という動詞に入れ換えられた）は、何を意
味するのだろうか。「盗み」のような「悪事」をしたら、謝っ
て
も
と
り
か
え
し
は
つ
か
な
い
と
い
う
の
か
？
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
エーミールが和解を受け入れたら、または怒り狂って主人公を
罵
っ
た
ら
、
こ
と
が
ら
は
子
供
の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
母親は、明らかにそうした「子供のトラブル」としての解決策
を
主
人
公
に
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
事
態
が
そ
の
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
の
は
、
エ
ー
ミ
ー
ル
の
子
供
と
し
て
は
特
異
な
性
格
に
よ
る
こ
と
で
、
1４
「盗みという悪事」そのものが、「取り返しがつかない」という
のとはすこし違う。つまりこの話を、「悪事」に対する「罰」
の
物
語
と
い
う
ふ
う
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
で
き
な
い
。
さ
り
と
て
、
エ
ー
ミ
ー
ル
は
主
人
公
の
親
友
で
は
な
く
、
彼
ら
は
も
と
もと深い友情や信頼で結ばれていたわけではない。つまりこの
話は、裏切りや過ちによって、かけがえのない友情が崩れ去る
という物語でもない。
それではいったい何が、どのように「起こってしまった」の
か。この叙述は、少年がエーミールの態度にどのくらい大きく衝撃
を受けたかを物語っている。けれども、それにしてもすこし大
げ
さ
す
ぎ
な
い
か
？
ク
ジ
ャ
ク
ヤ
マ
マ
ュ
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
価
値
のものであれ、他人の大切な品を盗んだり壊したりすれば犯罪
もうどうしようもない、ぼくは悪党（○巨坦）であり、ず
っとそのままだし、エーミールは冷然と、軽蔑するような
正義の中に立って、ぼくに対している、まるで、世界秩序
（三の’８二〕目処のように。（この箇所改稿による異同はな
いが、両氏の訳文は当然かなり異なるので、あえて私の稚
拙な直訳で示しておく）
だと言えばそれまでであるが、しかしほんとうに問題なのは、
その「犯罪」なのだろうか。
ここで思い出しておきたいのは、この物語
は、既に成
人した
主人公が、友人である「私」によって語られているという点で
あ
る
。
右
の
箇
所
に
お
け
る
少
年
の
衝
撃
は
、
単
に
そ
の
場
で
そ
う
感
じ
たというだけの、｜過性のものではなく、成人後の私によって
確認されているのである。したがってもちろん、この後、少年
が
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
壊
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
、
一時の感情に駆られた一過性のことではない。もちろん成人後
の主人公も、「あのときは早まったことをしたな」などとその
廃棄を後悔しているのではない。それどころか何とこの主人公
は、いまなお他人の蝶の蒐集に触れるだけで苦痛を感じている
のであり、また、少年時代の蝶に対するような情熱が、大人に
なってからの自分にはもう一戻ってこなかったとも述べている。
この大げささは、ヘッセの諸作品の主人公（あるいはそれを分
身としているヘッセ自営この持っている、社会の秩序に対する、
アンビバレントで、過剰な反応を参照すれば、それなりに理解
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
作
品
の
中
だ
け
で
は
た
ぶ
ん
す
こ
し
理
解
し
がたいものである。
とはいえ、作品の読み方としては、ここから逆に次のように
結論できるかもしれない。成人した主人公にとって決定的な意
1５
味を持ちつづけたからこそ、少年がエーミールの軽蔑から受け
た衝撃は重大だったのだ、と。この事件で主人公は変わったの
である。何かが、決定的に失われ、永久に戻ってこなかった。
「何か」をどうしても一一一一口葉で言えというなら、やはり少年時代
に固有の、夢であり、情熱であり、いくぶんの軽率さとともに
追求される自己満足ということであろう。エーミールの軽蔑は、
それらすべてが、じつは取るに足りない、みすぼらしいものに
すぎなかったと主人公に告げたのである。エーミールが「世界
秩序」の代表であったのではなく、この時、「世界秩序」がエ
ーミールの姿を借りて主人公の前に現れ、主人公の少年らしい
価値の世界をすっかり打ち砕いてしまったのである。主人公の
盗みやエーミールの軽蔑は、ひとつのきっかけであったに過ぎ
な
い
。
い
ず
れ
、
大
人
に
な
る
途
上
の
ど
こ
か
で
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
でそれはやってくる事態であった。
もちろん、子供時代の心をそのまま持って成人できる幸福な
人もいるであろう。この作品の冒頭で、主人公に蝶の蒐集を見
せて語りを引き出す「私」は、子供を持ったことで少年時代の
情熱が戻ってきたと語っているから、そのような幸福なタイプ
のようにも見える。そして作者ヘッセは、’九○四年、「居間
と書斎からは湖の壮大な眺望が楽しめる」（ラルフ・フリード
マ
ン
「
評
伝
へ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
Ｉ
危
機
の
巡
礼
者
」
藤
川
茂
郎
訳
草
思社二○○四年）ガイエンホーフェンの家でマリーァとの結
婚生活をはじめ、翌年に長男、○九年に次男、さらに後に三男
も生まれた。しかし、よく知られているように、家庭生活は安
定したものではなかった。「少年の日の思い出」の父親である
「私」は、作者の生活の一部の投影ではあるが、作者の似姿で
はないだろう（ただし、ヘッセ自身は成人後も蝶蒐集の情熱は
持ち続けた）。一方の、夛宜は、どういう職業についていると
もわからないが、「リヴィウスの本」などを引き合いに出して
いることから強いて推測すれば、教師かも知れない（とすれば
ずいぶん皮肉なことであるが）。いずれにせよ、「私」が自由な
芸術家気質に生きているとすれば、客はやや堅苦しい「世界秩
序」に属して生きているのであろうと、漠然とながら感じ取る
こ
と
は
で
き
る
。
作
者
は
、
そ
う
し
た
作
家
自
身
の
二
面
性
、
ひ
い
て
は
人間の精神の二面性を、「私」と「客」に割り振っているのか
も
し
れ
な
い
。
誰
で
も
大
人
の
な
か
に
子
供
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
また誰でも多かれ少なかれ子供時代との訣別を経験しているか
らである。
この物語は（もし一般化しなければならないなら）、少年時
代の喪失、幻滅と、苦い現実の到来の物語である、というのが、
五十歳を越えた私による読み取りなのであるが、別の世代の読
者
は
別
の
よ
う
に
も
読
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
初
稿
を
書
い
た
頃
の
ヘ
ッ
セ
1６
印
刷
様
式
Ｔ
頁
。
泌
字
×
ｎ
行
×
２
段
Ⅱ
１
２
３
２
字
）
に
合
わ
せ
て
要
項
を
次
の
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
「研究論文・実践記録の枚数上限は４００字詰め汐枚（１１
６００字）。図版・表等は頁の何分の一を専有するかにより字
数に換算して枚数に含める（上記の式によって、計算して下さ
い。例えば半頁分では６１６字です。なお、地図・グラフ・生
徒作品現物などを縮小して掲載する場合は、縮小し過ぎると判
読できなくなります。必ず大き目に考えて下さい）。
ワープロ原稿の場合は、できれば泌字、血行でプリントする。
なるべくフロッピー（できればＭＳ－ＤＯＳテキストファイル
なるべくフロッピー（できればＭ（
に保存したもの）を添えて下さい。
（三十代半ば）と近い年齢の人、また作中の少年に近い年齢の
人はどうだろうか。ぜひ尋ねてみたいものである。
※
田
中
実
／
須
貝
千
里
編
「
文
学
の
力
×
教
材
の
力
中
学
校
編
と
（教育出版二○○｜年）所収の綾目広治氏、竹内常一氏の
＊
語
学
・
文
学
研
究
執
筆
要
項
二、原稿の末尾に、現職（勤務校名・会社名など）および卒業
生・修了生の場合は卒業（修了）年（年度ではなく実際の年）
を記して下さい。
四
、
〆
切
は
毎
年
６
月
末
日
。
送
り
先
は
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
国
語
教
室内「語学文学研究」編集委員会。「国語国文学の広場」への
原稿は、封筒表に「広場原稿」と朱書のこと。なお、研究論文、
実践記録の場合は、編集の都合上、前年末までに執筆希望を編
集委員会までお知らせ頂けると幸いです。
＊
研
究
論
文
・
実
践
記
録
は
、
国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
・
国
語
教
育
・
書
・
書
道
教
育
な
ど
に
関
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
「
国
語
国
文
学
会
の広場」は内容自由です。
論
文
・
「
所
感
交
感
」
を
参
考
と
し
た
。
ま
た
、
一
五
年
度
二
六
年
度
の
本
学
教
育
学
研
究
科
院
生
、
日
向
正
志
氏
、
松
田
岳
志
氏
と
の意見交換から示唆を得た点がある。記して感謝したい。
（本学教員）
1７
